
【復興交付金事業計画の個別事業の実績に関する評価様式】 

 

事業番号  ◆A-2-1-1 

事 業 名  津波避難階段付帯設備整備事業 

事 業 費  総額 1,604,141 円（国費 1,283,000 円） 

      （内訳：工事費 1,555,636 円  工事監理費 48,505 円） 

事業期間  平成 25 年度 

事業目的  基幹事業において設置した津波に対する避難用外階段を有効に活用するた

めに必要な整備を行い、津波からの緊急避難体制を強化することにより近隣

住民の安全確保を図る。 

事業地区  蓮沼中学校（山武市蓮沼ハの 1036 番地） 

事業結果 

・県道 58 号線沿いに全高 5.60m、全幅 2.50m、標識１枚当たり縦 1.00m 横 1.50m の避難

誘導看板を上下線２枚ずつ設置。 

       

事業の実績に関する評価 

①  事業結果の活用状況に関する調査・分析・評価 

   蓮沼中学校は、幹線道路に面しておらず、地区の幹線道路でもある県道 58 号線

沿いに避難誘導看板を設置することにより、緊急時の避難者に避難用外階段の設置

場所を示すことができ、より円滑な避難誘導が可能となり、近隣住民の安全確保が

図れたものと評価する。 

②  コストに関する調査・分析・評価 

   両面看板とすることで、使用する資材を減量し、また、ポールは素地の溶融亜鉛

メッキとし、仕上げ塗装などのコスト削減に努めているものと評価する。 

また、平成 24 年度に実施した基幹事業の小中学校避難用外階段設置事業の設計

積算業務委託に含めて発注することで、直接人件費及び諸経費等の削減に努めたも

のと評価する。 

③ 事業手法に関する調査・分析・評価    

業務 想定期間 実績 

設置工事 平成 25 年７月～10 月 平成 25 年８月～平成 26 年３月 

   想定期間より遅れは生じていたが、設置工事において各工程を同時進行するなど

工期の短縮に努め、年度内に事業を完了することができているため、適正であった

と評価する。 

事業担当部局 

 山武市教育委員会施設整備課 電話番号：0475-80-1107 

 


